
情報活用能力の育成法開発研究部 研究報告 （概要） 

 研究主題 情報活用能力の育成を目指した指導法の開発 

 概要説明 

  昨年の研究では、情報＝“コンピュータありき”ではないという視点で、様々な教育

メディアを活用した『情報活用能力』を育成する方法を考えてきた。今年度は、教育メ

ディアの中でも特に“ICT 機器”に着目し、『情報活用能力』を育てるための指導法の開

発に努めた。   

そこで、『情報活用能力』の中でも、特に人と情報を交換、共有して自分の考えを深め

ていく『情報判断力』を育成するために、“ICT 機器（電子黒板）”を《学びの共有》の

場とした。そして、児童生徒の『情報判断力』を育てるため、“電子黒板”をどのように

授業の中で活用していくか研究を進めていった。 

 

本研究の〈キーワード〉 

 ○ICT（Information and Communication Technology）機器  ○電子黒板 

○言語活動       ○学び（情報）の共有       ○情報判断力 

○コミュニケーション能力 

 

Ⅰ 研究主題 

  情報活用能力の育成を目指した指導法の開発 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

  現在、学校教育で情報活用能力というと、“ICT 機器の操作能力”と思われがちである。し

かし、『情報活用能力』とは ICT 機器の使用に限らずいろいろな方法、場面で伸ばしていくも

のである。そこで、『情報活用能力』を人と“情報を交換（コミュニケーション）し、共有し

て自分の考えを深めていく力”ととらえ、授業の中で《学びの共有》場面を適切に設定した。

そして、学びを共有することによって育成される『情報判断力』を活かすために、効果的に

授業内で ICT 機器を積極的に使っていくことが必要であると考えた。 

 （１）ICT 機器の効果 

  ①児童生徒側の効果 

   ・教材等を拡大提示されることで興味・関心をひき、授業に集中することができる。 

   ・視覚的に授業のポイントや作業手順等を確認することで、より理解や思考を深めるこ

とができる。 

   ・教室等では直接体験できないことが提示されることで、よりリアルなイメージを持ち

やすい。 

②授業者側の効果 

・提示教材等をメディアに保存しておくことで、より整理しやすく、その後の授業でも

活用できる。     

近年、「コミュニケーション能力の育成」の課題が示されることが多くなったが、ICT 機

器を活用することで、児童生徒が自発的、意欲的に学習できる環境が整い、コミュニケー

ションをとる場面を多く設けることができる。つまり《学びの共有》の場が多くなる。 



（２）ICT 機器活用の現状 

しかし現在の教育現場では、ICT 機器を授業で使う場が限られている。教室環境も整っ

ていないこともあるし、頻繁に使っている教師とあまり使っていない教師の差も大きい。

また、コンピュータにおいては、校務では使用しているが、授業ではあまり使われていな

い傾向にある。（下表参照） 

教育メディア利用状況アンケート結果（表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のアンケート結果からも、多くの教員が ICT 機器を授業で活用したいと思っている

のだが、準備が面倒であったり設定の仕方がわからなかったりすることから、なかなか手

が出ないようである。これから ICT 機器を活用していくためには、いつも使えるような教

室環境の整備や苦手な人でも使えるようにマニュアル化するなどの用意が必要である。 

 （３）研究の方針 

   この研究のねらいは、次の２点である。授業者側の視点では、《学びの共有》場面を適切

に取り入れるために、ICT 機器を効果的に活用できることを目指す。児童生徒側では、自

分の意見をしっかり伝えられ他人の意見（情報）をしっかり聞き、そこから得た情報をも

とに自分で判断し、さらに深まった意見を持つことのできる力を育成したい。 

   そこで、教科を限定せずいろいろな教科、指導場面において《学びの共有》の場面を適

切に設定し、『情報判断力』を育成する方法を研究することにした。さらに、『情報判断力』

をより効率よく育成するための ICT 機器（電子黒板）の活用方法について研究することに

した。 

（４） 具体的な研究の内容 

○《学びの共有》についての研究 

より深い学びのために、自分の考えを他人と共有し、深めていく《学びの共有》の要素、

段階について考察する。 

○《学びの共有》場面での効果的な ICT 機器の活用方法 

ICT 機器を発表等に利用して、児童生徒同士の《学びの共有》の効果を高めるための 

方法を考えていく。 

  ○ICT 機器（電子黒板）の使用方法  

教室環境に適応した使用方法や、授業のねらいに効果的にせまるための活用場面や、そ

れに適した教材を考えていく。 



Ⅲ 《学びの共有》とＩＣＴ機器の関わり 

（１）《学びの共有》とは 

   今、移行が行われている新指導要領では、「言語活動の充実」を図ることが求められてい

る。そのためには、他人とコミュニケーションしながら、意見を共有できる場面を設定す

ることが必要である。相手の意見を聞き、自分の意見を伝えることを多く行うことによっ

て、児童生徒間における学び合いが成立し、より深い理解や思考を促すことができると考

える。 

そこで、これまで行われていた《学びの共有》場面をふり返り、その段階を追って、以

下の１０の要素に整理してみた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   上記の１０の要素は、一応段階を意識して並べてはいるが、必ずしも順番どおりに行わ

れるものではなく、その学習場面によって行われるものは変わってくる。１から５は、ま

さに言語活動の基礎となる部分である。そして、それらを応用し、７・８あたりになると、

かなり深い学びがあるのではないだろうか。多くの意見を見聞きし（＝言語活動）、それら

を自分の中に取り込み、考えを深めていく（＝《学びの共有》）ことが重要である。 

 

（２）情報活用能力とは 

   （１）でも述べた通り、児童生徒の学びを深めるためには、多様な意見を共有すること

が重要である。様々な情報を活用し、自分の学びに生かしていく力が、『情報活用能力』で

ある。そこで、『情報活用能力』の育成において、児童生徒が活用するべき情報を、本研究

では、個々の意見や思い、考え、発言であると捉えた。 

情報は『収集』『判断』『処理』『発信』の４つの段階を経て活用される。昨年度、本研究

ではその中でも『収集』に焦点を当て、研究を進めた。そこでは情報を収集するための様々

な手段や、自分の欲しい情報に合わせた収集方法をどう身につけるかを考え、研究した。

今年度はその発展として、『判断』に焦点を当てた上で研究を進めていく。また、《学びの

共有》を考えたとき、様々な情報を得た後、自分が得た情報が正しい情報なのか、自分に

とって必要な情報なのかなど、それらを『判断』する『情報判断力』は不可欠である。《学

びの共有》の１０要素のうち、６から１０は、自分の中に取り入れた意見や、または再構

築された意見を、自分自身で判断しなければ達成することができない要素である。 

《学びの共有》の要素 

①友達の意見が聞ける。 

②自分の意見を持つ。（言える） 

③人の意見に質問する。 

④自分の意見と人の意見のちがいがわかる。 

⑤自分の意見に人の意見をプラスする。 

⑥人の考えの良し悪しを判断する。 

⑦自分の意見と人の意見を比較する。 

⑧自分の意見に人の意見を取り入れ、再構築する。 

⑨人に意見を伝えることで、再認識する。 

⑩相手に合わせて、伝えるべき内容を選ぶ。 

 



（３）《学びの共有》と ICT 機器の関わり 

自分が得た様々な情報を客観的に『判断』していくためには、情報を全体で共有できる

場が必要だ。これまでの授業において、その共有の場は従来の黒板が担う部分が多かった。

しかし、黒板は授業者によって計画された上で提示されるものが多く、児童生徒の生の情

報が多く取り入れられることは尐ない。いわゆる一方通行的な性格を持ち、“共有”という

目的を果たすには充分とは言えない。 

従来の黒板の板書としての役割も持ちつつ、その不足している部分を補うために、ICT

機器、特に電子黒板はとても便利なツールである。電子黒板には様々な利点がある。視覚

化など ICT 機器が持つ特性に加え、児童生徒自身が書き込んだり、その書き込みを移動さ

せたりなど、そこに参加し、働きかけることができる。その上、それらの保存ができ、次

の学習へつなげることも可能である。例えば、話し合い活動の場面で子どもが意見をとに

かく電子ペンで書きこむ。その意見を、あとから一つずつ移動させ、グループごとにまと

めることもできる。ゆえに、児童生徒の意見や思考を視覚的に表すことができ、それらを

電子黒板上に提示することによって、全体で情報を共有し、学びをより深めるための支援

ができるのである。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   上の図は、《学びの共有》と ICT 機器の関わりをイメージした図である。電子黒板を全

体の共有の場として、児童生徒同士コミュニケーションしながら学びを共有し、個々でそ

の情報を判断していく。こういった場面での活用を考えたとき、電子黒板の特性は充分に

発揮されるのではないだろうか。 

  人との関わりによる学び 

→意見を共有し発展させる。 

・意見の発表 ・KJ 法 ・意見のすり合わせ 

・ (意見)の再構築 

情報の判断 

 →情報を共有し検討する。 

・ 情報源の信頼性 

・ 情報の真実性 

・ 情報の必要性 

コミュニケーションし、意見

を交換する 

 →様々な意見を共有する 

 ・相手の意見 

 ・自分の意見 

電子黒板 

 

共有の場 



Ⅳ 電子黒板の使い方 

（１）電子黒板の活用方法と利点 

スタイル 授業場面 提示物 利点 

板書 

（授業者） 

・通常の板書と同様に書きこむ 

・画面を保存する 

・問いに対する答え（意見）を書き

込む 

文字 

画像・図形 

・何種類もカラーが使え、見や

すい。 

・保存が出来るので、次時にふ

りかえりが容易に出来る。 

説明 

解説 

（授業者） 

・教科書等の拡大提示をする 

・提示した画像に書き込む 

・画面を保存する 

・保存した情報を呼び出して、振り

返り等に活用する 

教科書 

ノート 

プリント 

・拡大機を使う必要がなく、紙

の節約になる。 

・実物の拡大図をカラーで提示

できるので、児童生徒の理解

も速い。 

発表 

（児童生徒） 

・自分の考えをワークシート等に提

示して、書き込みながら発表する 

・自分の考えを提示された教材に書

き込みながら発表する 

・友達と自分の発表を並べて比べる 

ワークシート 

教材 

・ワークシートや教材に直接書

き込めるので、わかりやすい

発表ができる。 

・授業者の評価も書き込め、児

童生徒の意欲につながる。 

実演 

（授業者） 

・PC 操作の実演を提示する 

・技能の実演（実験等）を提示する 

PC 画面 

実験用具 

・実際の画面が提示されるの

で、児童生徒の理解が速い。 

ｺﾝﾃﾝﾂ 

活用 

（授業者） 

（児童生徒） 

・デジタルコンテンツを拡大提示し、

直接操作する 

 

Flash 

プレゼンソフト 

Webページ 

・教材選択の幅が広がる。 

・情報活用能力の向上につなが

る。 

 

話し合い

活動 

・意見や話し合いの内容を書き込む 

・書き込みを移動し、整理する 

・議論を絞るときなど、拡大、移動

などをしてクローズアップする 

・意見に傍線などを書き込む 

・画面を保存する 

・保存した話し合い内容を呼び出す 

文字 

（オブジェクト） 

・保存が出来るので、何日かに

わたる継続した話し合いが

容易。 

・情報の整理が出来、効果的な

話し合いが期待できる 

・情報活用能力の向上につなが 

 る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の提示した情報、児童生徒の書き

込んだ多くの情報を整理して提示す

ることが容易である。そのため、児童

生徒が集中でき、理解も速い。また、

電子情報なので、多くの児童生徒の意

見を書きこむことができ、意見の交換

が効果的に出来る。 

《電子黒板》を効果的な

《学びの共有の場》とし

て活用出来る！ 



（２）電子黒板の設置方法（「eTeam」の場合） 

①図のようにセンサーを黒板に取り付け、PC、プロジェクタを設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②タスクバーの[eBeam アイコン]をクリック→[投影エリア調整]をクリック。 

左上から、赤いマークを電子ペンでタッチしていく。 

   ③準備完了。 

ホワイトボード上で電子ペンによる操作ができる。後は、ウェブ閲覧ソフト、各種教育

ソフトなど必要なソフトを立ち上げる。「eBeam」のソフトでは、以下のような使い方が

出来る。 

     

 

センサー センサー 

ホワイトボード 

（必要に応じて） 
PC 

プロジェクタ 

※「ウチダ eBeam」の場合の相異点 

◎センサーは一個。上下左右どこにつけて

もよい。 

◎エリア調整は、タスクバーではなく、デ

スクトップ上の「画面位置設定」アイコ

ンをクリック 

◎「操作シート」がある。右側にはって、

「操作シート」の位置も電子ペンでタッ

チする必要あり。 

ペン 消しゴム 

拡大縮小 

ペンで書きこみができる 

画像のはり付けも容易 

保存、複製も容易 



Ⅴ 授業実践 

授業実践例１ 

１ 単元名 「我ら、技術探検隊！」 【中学校第１学年：技術･家庭科（技術分野）】 

２ 単元と本研究との関わり 

本単元は、初めて“技術”の授業を受ける生徒に対して、今までが何気なく見てきた生

活の中の様々な事象を、技術・家庭科の学習内容と連携させるための第一歩として位置づ

けている。生活の中の一場面として木工室を活動場所として設定し、その中から「技術」

と関連があると思うものを探索する。そのことにより、生徒個々の今までの“技術”に対

するイメージを教科のねらいにむけて方向付けると同時に、友だちの考えも共有しながら

自分なりに“技術”に対しての概念を構築することをねらいとしている。 

（１）授業と関連する《学びの共有》の要素 

⑧自分の意見に他人の意見を取り入れ、再構築する 

（２）手立て 

生徒の学びを広げるための工夫として、座学ではなく「探検」と称して動きのある活動

を取り入れ、生徒同士や生徒と教師のやり取りを自由にできるようにした。また、活動の

成果を ICT 機器（電子黒板）を利用して共有できるように工夫し、そこで得た情報と自分

の考えをもとに再構築された自分なりの判断ができる事をねらった。 

３ 本時の学習 

 （１）目標 

木工室の中から技術をイメージするものを発見させることを通して、技術と生活とのか

かわりについて気付かせると共に、技術により生活を工夫しようとする気持ちの第一歩と

する。 

 （２）『情報判断能力』の育成を目指して 

   ・“技術”に対する自分なりのイメージをもつ。 

   ・“技術室探検”の結果から、他人の“技術”に対する意見を共有する。 

   ・他人の意見と自分のイメージをもとに、再度“技術”に対する自分の考えを構築する。 

（３）展開 

学習活動 
教師のはたらきかけ 

→はたらきかけの意図 

★ICT 機器を活用した学
びの共有場面 

◇情報活用能力育成の
視点での評価 

◇初発の関心の確認 

・技術に対するイメー

ジを記述する 

 

 

 

◇学習課題の設定 

・学習課題を確認する 

 

「今日から始まるこの教科の名前は“技術”って

言うんだけど、“技術”っていったいなんだろ

う？」 

 

→とにかく思いつくことを自由に記述させる。 

 

「今日は、技術探検隊となって“技術”について

考えてみよう。」 

→「探検隊」という表現を使うことで、バーチャ

ル感覚で楽しみながら学習課題に取り組めるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題     我ら、技術探検隊！ ～木工室から“技術”を探し出せ！～ 



◇課題に対する探求

１ 

・木工室を探検し、プ

リントにチェックさ

せる 

・見つかったものを発

表させる 

 

 

◇課題に対する探求

２ 

・グループで技術につ

いて話し合う 

・グループ毎にまとめ

た意見を発表する 

「木工室の中から「これは技術だ！」とおもうも

のを探しだそう！」 

→例を挙げ、色々な視点で技術を探させる。 

 

 

「どんなものが見つけられた？」 

 

 

 

「グループで「技術とは何か」を話し合ってみよ

う。」 

→しっかりと自分の意見を出させた上で、意見を

まとめるよう働きかける。 

「まとめた意見をグループ毎に発表しよう。」 

→意見を賞賛しつつ、どうしてそのような意見と

なったのか掘り下げる。 

 

 

 

 

 

★何人か指名し、

電子黒板で木工

室の見取り図を

提示し、見つけら

れた“技術”を電

子ペンでマーキ

ングする 

 

 

 

 


 

◇まとめ 

◇技術に対するイメ

ージを記述する 

 

 

「技術探検を通して、もう一度技術について考え

てみよう。」 

→とにかく思いつくことを自由に記述させる。 

 

「探検前と後のイメージを見比べてみよう。」 

→記述の変容から、短時間で技術に対するイメー

ジが変わったことに気付かせる。 

「これからも普段の生活で【技術のメガネ】を掛

けながら生活していこう！」 

◇自分の“技術”

対する意見に他

人の意見を取り

入れ、自分なりの

“技術”に対する

考えを再構築す

ることができた

（ワークシート

の記述） 

（４）『情報活用能力』育成の視点での評価 

  ・自分の“技術”対する意見に他人の意見を取り入れ、自分なりの“技術”に対する

考えを再構築することができた（ワークシートの記述） 

（５）授業資料（電子黒板投影画面、記入例、活動の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



授業実践例２ 

１ 単元名 「はっきりはなそう、みんなにしらせたいこと」【小学校第１学年：国語】 

２ 単元と本研究との関わり 

本単元は、夏休みの楽しかった出来事をみんなに知らせる教材である。初めての夏休み

を過ごした子ども達は、教員や友達に話したいことがたくさんある。その中から絵日記を

１枚書いてくることになっているので、この時間にそれを発表する。今までは、文を読ん

で最後に絵を見せるなどの発表の仕方をしてきたが、今回は絵に注目してほしいので大き

な電子黒板に映して発表させることにした。低学年の児童にとっては、話の内容を理解す

るために視覚的な物（特に大きな物）、具体的な物の効果が大きいと考えられる。よく見え

ない物については興味がわかないため、小さな絵の部分を拡大することにより、それが話

と合って内容がよく理解できると考えられる。質問も１対１になりがちだが、大きな絵が

あることで、みんなでその質問を共有していると感じられる。また、発表者にとっても大

きな絵で指し示すことで、話の内容や気持ちを伝えやすいと思う。 

（１）授業と関連する《学びの共有》の要素 

①友達の意見が聞ける。 

②自分の意見を持つ。（言える） 

③人の意見に質問する。 

（２）手立て 

   児童同士の学びを共有するために、絵を電子黒板で大きく映し全員がよく見えるように

した。また、プロジェクタと違い電子黒板は映した絵の中に書き込めるので、発表の後質

問する時間をとり、その時に絵でどの部分を質問しているのか指し示したり、よかったと

ころを映した絵に書きこめるようにした。絵の中に注目する所やよいところを書き入れる

ことにより、発表者、聞く側両方の意欲を高めお互いの交流を活発にすることをねらいと

して、電子黒板を使用することにした。また、映す順番をスライドショーにし、次はだれ

の絵日記が映し出されるか楽しみにさせ、長い発表時間の中で飽きないで聞けるようにし

た。 

３ 本時の学習 

（１）目標 

友達にわかるように、はっきりとした言葉で話すことができる。 

友達の発表に興味を持って、絵を見たり話を聞いたり、質問することができる。 

友達に自分の気持ちを伝えたり、質問による言葉の交流の楽しさを知ることができる。 

（２）情報判断能力の育成を目指して 

・友達に、夏休みで自分が一番楽しかったことを伝えることができる。 

・友達の発表を、相手が何を一番伝えたいか考えて聞くことができる。また、文や絵の

中でよかったところを見付けることができる。 

・友達の発表に対して、自分のわからなかったことを質問することができる。 

（３）展開 



学習活動 
教師のはたらきかけ 

→はたらきかけの意図 

★ICT 機器を活用した学びの 
共有場面 

◇情報活用能力育成の視点
での評価 

◇本時の学習内容を確認する。 

・夏休みのことを絵日記で発

表する。 

なつやすみのことをはっぴょう

しよう。 

ともだちのはっぴょうをしっか

りきいて、しつもんしよう。 

→発表することに意欲が持てるよう

に、夏休みのことを聞く。 

★例として１枚映し

てみる。 

◇順序や注意を聞く。 

・発表のしかた（絵日記の文

のところを読む。） 

・聞く時の注意 

・最後に質問したり、感想を

発表する時間をとること 

  

→大きな声で、ゆっくり読むことを強

調する。 

 

→発表している時は、絵を見ながら静

かに聞くことを注意しておく。 

 

→質問は、話だけでなく絵についても

してよいことを話し、絵にも注目さ

せる。 

 

→絵について質問やよかったところ

がある時には、前に出て絵に書き入

れてよいことを話す。 

★絵日記の絵の部分

を大きく映す。 

・児童の話や質問に

合わせた場所を、

指し示す。 

・児童が前に出てき

て、質問するとこ

ろを自分で書き入

れたりする。 

◇まとめをする。 

・しっかり発表できたか、質

問できたか、聞いてみる。 

→発表や質問したことを自己評価し、

９月からの活動に意欲を持たせる。 

 

（４）『情報活用能力』育成の視点での評価 

・自分の伝えたいことを、聞く相手にわかるように発表できたか。（発表） 

・友達の発表を聞き、感想を持ったりわからないことを質問できたか。（自己評価シート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（感想） 

・絵が大きく見えた。 

・友達が言っているいいところがわかった。 

・ペンで書けてうれしかった。 

・後ろに絵があって発表できたのが、うれしかった。 



授業実践例３ 

１ 単元名 「いい音を見つけてあそぼう」【小学校第２学年：音楽】 

２ 単元と本研究との関わり 

   この単元では、楽器の音色や響きの違いを感じ取る感性を育てていくことに重点を置い

て、音楽を聴いたり表現する活動を進めていく。１年生のときに体験してきたいろいろな

打楽器の音色のほかに、身の回りのものから出る音なども試みながら、音に対する関心を

高めていくようにする。 

 （１）本時の授業と関連する《学びの共有》の要素 

   ④自分の意見と人の意見の違いが分かる 

 （２）手立て 

   本題材は、試行錯誤をしながら、音色の対比の面白さを味わう教材である。音の順番や

組み合わせの違いで、曲のイメージが変わっていくことを実感させていくために、全体で

の《学びの共有》の場面をもうけ、児童の自由な意見を取り入れながら、音色の対比を全

体で味わっていく。 

   そのような《学びの共有》場面をより効果的に、かつ、効率的に演出するために、ICT

機器（電子黒板）に楽譜を映し出して、MIDI シーケンサーで演奏例を提示する。また、電

子黒板を使用することにより、楽譜、楽器、音色の３点を同時にクラス全体の学習体験と

して共有することができる。 

３ 本時の学習 

（１）目標  

音の表情を生かしたり、音の組み合わせを工夫したりして、歌に合わせて演奏するこ

とができるようにする。 

（２）『情報活用能力』の育成を目指して 

・音の組み合わせによって曲の様子が変わることに気付き、打楽器に関心を持つ。 

・友達の意見を理解し、自分と友達の意見の違いが分かる 

（３）展開 

学習活動 
教師のはたらきかけ 

→はたらきかけの意図 

★ICT 機器を活用した学びの共有場面 

◇情報活用能力育成の視点での評価 

◇本時のめあてを知る 

 

 

 

 

 

○前時に打楽器の音色を味わい、それぞれの

楽器の「よさ」について意見を出し合った

ことを思い出させ、本時は、音を出して楽

曲を演奏することを知る。 

 

 

★電子黒板で前時の学習

を振り返る 

 

 

 

◇伴奏に合わせて歌詞 

唱する 

  （かぼちゃ） 

 

◯リズムの違いや休みの後の出だしに気を

つけて歌うようにする。 

○歌が休みの部分も、常に拍の流れを感じ 

取って、歌うことができる 

★歌詞を提示する。 

 

 

 

音の組み合わせを考えてえんそうしよう 



◇リズム打ちのパート 

を手拍子で打つ 

◇「かぼちゃ」の演奏 

例を電子黒板で提示

する 

 

○リズムよく、正確に打つように指導する。 

 

○いくつかの演奏例を聴かせ、イメージ付け

をするとともに、曲の印象について意見交

換をする。 

○演奏の順番について児童からいくつか意

見をとり、演奏例を聞かせる 

★リズム打ちの楽譜を提

示する 

★リズム打ちの楽譜を提

示し、演奏例を聞かせ

る 

 

★リズム打ちの楽譜を、児

童の意見を受けて操作

して提示し、演奏例を

聞かせる 

◇グループに分かれ 

て、音を出す順序や

組み合わせを工夫し

たり、演奏する順番

について話し合った

りする 

◇グループごとに演奏 

の発表会をする 

 

○音色の違いなどを考えて、面白い音の組み

合わせを工夫するようにし、工夫したとこ

ろに気をつけながら、友達の演奏を聴くこ

とができる。 

○子どもたち全員が、すべてのグループを経

験できるようにする。 

○３つのグループが集まり、歌、演奏、聞く

グループに分かれ、おわったら、役割を交

代する。（いくつかのグループをビデオに

撮る） 

 

◇学習のまとめをする ○演奏して、音がどうだったか、感想をとる

中で、打楽器の音色について興味を深め

る。 

★演奏の様子のビデオを

見る。 

◇友達の意見を理解し、自

分と友達の意見の違い

が分かる 

 （４）『情報活用能力』の視点での評価 

・音の組み合わせによって、曲の様子が変わることに気付き、打楽器に関心を持つこと

が出来た。（発言・観察・ワークシート） 

・《学びの共有》によって、友達の意見を理解し、自分と友達の意見の違いが分かった。

（発言・観察・ワークシート） 

 （５）授業資料（電子黒板の投影画面、記入例、様子等） 

    電子ペンで、楽器の画像を動かし、演奏順が児童に分かるように提示する。 
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授業実践例４ 

１ 単元名 「受けつがれてきた昔の人びとの願い」（「きょう土につたわるねがい」） 

                               【小学校第４学年：社会】 

２ 単元と本研究の関わり 

  本単元は古くから残る暮らしにかかわる道具，また、それらを使っていたころの暮らしの

様子を学ぶ単元である。今の子どもたちは暮らしの中に機器があふれる環境の中で育ち、昔

の暮らしについては漠然としたイメージしか持ち得ていない。また、昔の道具に触れる機会

は皆無に等しい。そんな中で、限られた資料をクラスで共有し、学びを深めることが重要と

考えられる。 

（１）授業と関連する《学びの共有》の要素 

  ⑦自分の意見と人の意見を比較する。 

（２）手立て 

  本校にある昔の道具は、種類も数も限られている。そのため、所沢小の郷土資料室の様々

な立体画像を活用することを考えた。その立体画像はホームページ上で実際に回して見るこ

とができる。そこで、ICT 機器（電子黒板）を使い、道具の様子を細かく見て、現代の道具

との違いを全員で考える場とした。 

３ 本時の学習 

（１）目標   

昔の道具と今の道具のちがいを知る。 

（２）『情報活用能力』の育成を目指して 

・写真の特徴をつかむ 

 ・他人の見つけたところを共有し、新たな意見を知る。 

 ・自分の考えをまとめ、発表する。 

（３）展開 

展
開 学習活動 

教師のはたらきかけ 

→はたらきかけの意図 

★ICT機器を活用した学び
の共有場面 

◇情報活用能力育成の視
点での評価 

導
入 

◇ クイズ「これな～

んだ？」 

昔の道具の写真を見

て、何かを当てる。 

「今日はみなさんにクイズを出します。い

くつか写真を見せるので、それが何か当て

てください。」 

・火アイロン・電話・ふいご・扇風機 

・はかり・ラジオ・ハエ取りオルゴール 

・トースター 

◆電子黒板を使い画像を回す。 

→クイズ形式にすることで、意欲を持たせ

る。また、電子黒板の使い方も併せて示す。 

☆今日の学習に使

う資料を知る。 

web 所沢小「郷土

資料室」立体画像 

 

 

◇ 今の道具との違

いを探し、プリン

トに丸をつける。 

「自分の家にあるものと比べてみて、違い

を見つけて写真に丸をつけてみよう。」 

 

 

 

 



展
開 

 

 

 

 

◇電子黒板の立体画

像の見つけた違い

に丸をつけ、その

理由を発表する。 

◆実物投影機で、アイロン、電話、はかり

をテレビに映す。 

→実際に見比べることで、比較しやすくす

る。 

「どこが違うと思いましたか」 

「なぜそこに丸をつけましたか」 

→理由を述べさせることで、現代の道具と

の違いとその特徴を明確にさせる。 

☆現代の道具とし

て、同じイメージ

を持つ。 

 

☆立体画像に、電

子ペンで丸をつけ

る。 

 

ま
と
め 

◇さまざまな違いを

振り返り、全体を通

して気づいたこと

をまとめる。 

「なぜ、同じ目的の道具なのに、こんなに

形がちがうのでしょう。その理由をこれか

ら探っていこうね。」 

◇ →次時への見通しを持たせる。 

◇現代の道具と昔

の道具を比較し、

また人の意見を聞

きながら、違いを

明らかにすること

ができる。（ワーク

シートの記述） 

＊配布プリント  昔の道具の静止画 

（４）『情報活用能力』育成の視点での評価 

  ・現代の道具と昔の道具を比較し、また人の意見を聞きながら、違いを明らかにすること

ができる。（ワークシートの記述） 

（５）授業資料（電子黒板投影画面、記入例、様子等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑板書 

 

 

←実物投影機使用 

 

 

子どもが使う様子→ 



授業実践例５（検証実践授業） 

１ 単元名 「面積の求め方を考えよう」（平行四辺形と三角形の面積）  

【小学校第５学年：算数】 

２ 単元と本研究との関わり 

   本単元は、既習内容の長方形、正方形の面積の求め方をもとに考えたり、活用したりし

て平行四辺形、三角形、台形の面積の求め方を理解し、これらの面積を求めることができ

るようにするのが単元の目標である。   しかし、学習の一番の目標は公式を覚えて使

えるようになることではない。公式にたどり着くまでに、どんな過程で導き出されたのか

という筋道をしっかりと理解したうえで公式を活用していくことが重要であると考える。

そこで公式が導かれるまでの過程を子どもたちに考えさせ、その考え方の過程をわかりや

すく伝えるために電子黒板を利用し、図形の切り方、移動のさせ方、回転の仕方など、実

際に電子黒板を子どもたち操作させ、映し出された様々な考え方の過程を電子黒板の特性

を活かした「学びの共有」の場を有効利用し、子どもたちの理解を深めることができると

考えられる。 

 （１）授業と関連する《学びの共有》の要素 

   ⑦自分の意見と人の意見を比較する 

   ⑧自分の意見に人の意見を取り入れ、再構築する 

 （２）手立て 

   面積を求めるための公式の理解を深めるために、視覚を通して効果的に伝えることがで

きる ICT 機器（電子黒板）を利用することで、児童自身が考えた様々な公式までの過程を

他の児童と共有することができるようにした。その具体的効果として考えられるのは、考

え方がまったく出てこない児童にとっては、友だちの考え方を真似することで理解できた

り、自分の考え方と友だちの考え方を比較したり、さらに友だちの考え方を知ることで、

新たな考え方を発見したりすることが考えられる。このように様々な形から《学びの共有》

の場を、児童自身が利用できる場とした。 

３ 本時の学習 

（１）本時の目標 

平行四辺形の面積を、既習の図形の面積の求め方などを元にして求めることができる。 

（２）『情報活用能力』の育成を目指して 

  ・自分の考え方を持つ。 

  ・自分の考え方と友だちの考え方の違いを理解できる。 

・友だちの考え方を共有し、さらにそこから新たな自分の考え方を持つ。 

（３）展開 

学習活動 教師のはたらきかけ 

→はたらきかけの意図 

★ICT 機器を活用した学びの共有場面 

◇情報活用能力育成の視点での評価 

①既習の図形を振り返る。 

        （３分） 

「今までの勉強でどんな図形を学習

してきましたか。」 

 

☆既習の図形を写し出す。

（教科書を取りこんだ物） 



→既習の図形を振り返り、名前や性質

を思い出させるようにする。 

「学習した図形の中で、面積の求め方

がわかっているのはどれかな。また

その面積の求め方を覚えているか

な。」 

→既習の長方形や正方形の面積の求

め方を思い出させる。 

②問題を知る。 （１分） 

       

 

 

 

 

 

 

「それでは、今日はこれらの図形の面

積を求めていきましょう。」 

 

 

 

 

 

☆いろいろな平行四辺形の

図を黒板に映し出す。 

③本時のめあてを知る。 

        （１分） 

 

 

今日のめあては「いろいろな平行四辺

形の面積をもとめよう」です。 

 

 

 

④面積の求め方を考える。 

 （学習プリントを用意し、 

  ①の平行四辺形について

考えさせ、自分の考え方

を書かせる。） 

（３～５分） 

 

「どうすれば平行四辺形の面積が求

められるか考えてみよう。どんな方

法を使ってもいいので、まずは①の

平行四辺形にチャレンジしてみよ

う。」 

→考え方の手立てが見つからない児

童には、ヒント（切る・移動させる

など）を与え解決方法が見つけられ

るように支援する。 

 

関：平行四辺形の面積を既

習の図形の求め方や四角

の数を数えるなど求めよ

うとしている。 

思：平行四辺形の面積の求

め方を既習の長方形の面

積の求め方などをもと

に、考えている。 

◇自分なりの考え方を持つ

ことができる。 

⑤一つ目の平行四辺形の

面積を求める方法を発

表し合い、いろいろな平

行四辺形の面積の求め

方を知る。（１０分） 

 

 

 

「それでは、①の平行四辺形はどうや

って求めたのか聞いていきたいと

思います。また友達の発表を聞くと

きは、自分の考え方と比べながら聞

きましょう。」 

 

 

 

☆プリントと同じ方平行四

辺形を電子黒板上に映し

出し、児童が電子ペンで

記入していく。 

（黒板での作業を記憶さ

せる。） 

 

 

 

めあて  いろいろな平行四辺形の面積をもとめよう。 



⑥求める方法を確認後、残

りの②・③・④の平行四

辺形の面積を求める。 

      （７～８分） 

 

 

 

 

 

 

→電子黒板で行った友達の考え方を

見て、自分の考え方を比べ、考える。 

「いろいろなやり方で平行四辺形の

面積を求めることができるんだね。

それでは、今わかったやり方で本当

にできるのか、②・③・④の平行四

辺形の面積を求めてみよう。」 

 

 

 

 

 

◇友達の考え方を理解し、

自分の考え方との類似

点・相異点がわかる。 

☆①の平行四辺形を求め

る方法を電子黒板上に映

し出しておく。（求め方が

わからない児童に参考に

させる。） 

 

◇友だちの発表した求め方

を参考に、平行四辺形の

面積を求めることができ

る。 

 

 

⑦残りの②・③・④の平行

四辺形の面積の求め方

を発表する。 （１０分） 

「②・③・④の平行四辺形の求め方を

発表してください。」 

 

☆児童が書き入れた平行

四辺形を映し出す。 

 

⑧求めた平行四辺形から

共通の秘密を見つけ出

す。     （２分） 

「みんなにやってもらった平行四辺

形の面積の求め方の中にある共通

の秘密があったのですが、気付きま

したか。」 

→面積が２４㎝ 式が４×６になる

も共通点だが、ここでは平行四辺形

の形に注目させるよう、深く踏み込

まないようにする。  

☆児童が書き入れた平行四

辺形を順番に映し出す。

（２コずつ） 

 

 

 

⑨本時のまとめをする。 

        （１分） 

 

 

「平行四辺形の面積は、長方形（正方

形）に形を変えれば求めることがで

きます。」 

「平行四辺形にも決まり（公式）があ

るのか、さらに詳しく学習していき

ましょう。」 

→次時への見通しを持たせる。 

 

 

（４）『情報活用能力』育成の視点での評価 

   ・友達の考え方を理解し、自分の考えとの類似点・相異点がわかる。（発言・観察） 

   ・友達の考え方を理解し、さらにその考え方から新たな自分の考え方を持つ。（ワーク 

シート・観察） 

 

 



Ⅵ 授業検証 

 

（１）授業の様子 

 ICT 機器の活用と効果 

＊普通黒板との違い 

 

 

 

 

導

入 

【授業場面①】既習の図形を振り返る。 

 

○教科書に載っている図形を提示する。 

→一斉に児童の注目を集めることできた。 

 

＊既習の図形を効率的に全員で確認することが 

できた。  

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業場面②】問題を知る。  

【授業場面③】本時のめあてを知る。 

 

○引き続き、本日の課題となる図形を提示する。 

→児童の注目を集め、集中して聞くことができた。

→中には身を乗り出して聞く児童もいた。 

 

＊図形を大きく提示することで、効率的に学習課題

をとらえることができた。 

 

 

 

【授業場面④】面積の求め方を考える。 

【授業場面⑤】一つ目の平行四辺形の求める方法を

発表し、いろいろな平行四辺形の面積の求め方を

知る。 

 

○児童に直接、考えた方法を書き込んでもらう。 

→「方眼の数を数える考え方」と「切ってつなげ

る考え方」が出てきた。求め方が考えられない

児童にとっては、視覚で一つ一つの作業をとら

えることができ、友達の考え方を共有すること

ができた。 

 

＊二つの方法を同時に提示することで、簡単に比 

較することができ、より効率的な方法を選ぶこと

ができた。 

 

 

 

 



 【授業場面⑥】求める方法の確認後、残りの２、３、

４つ目の平行四辺形の面積を求める。 

【授業場面⑦】２，３，４つ目の平行四辺形の面積

の求め方を発表する。 

 

○児童に直接、考えた方法を書き込んでもらう。 

 →共有した考え方をもとに多くの児童が、より効

率的な方法を選び、取り組むことができた。 

発表時も普段の授業より、意欲的に手をあげ

る児童が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ま

と

め 

【授業場面⑧】求めた平行四辺形から共通の秘密を

考える。 

 

○４つの平行四辺形を並べて提示する。 

→共通点を視覚でとらえることができ、どの児童

も理解することができた。 

 

＊学習してきたことを効率的に提示することがで

き、本時のめあてにせまることができた。 

  

     

○プリントから見た児童の変容 

 

 

  

○斜線を「たて」と考え、面積を求めようとしていた。 

↓ 

        友だちの発表 

↓ 

○平行四辺形を長方形に変形し、「たて」の考え方が変

わった。 

○方眼紙のマスを利用し、正

方形を一個ずつ数えていっ

ていた 

友だちの発表 

 

○平行四辺形を長方形に変形

し、「たて」の考え方が変わ

った。 

 



その後の授業で児童が電子黒板に記入したもの 

 

（２）授業後の様子 

  その後の授業でも、電子黒板の特性である「画面に直接書き込こめる」「画面を保存でき

る」を利用し授業を展開していった。 

   電子黒板を使用することで、前時に行った授業内容を保存したデータを提示することが

容易にでき、簡単に振り返ることができた。普段の授業より手を挙げる児童が増え、「電子

黒板に書き込んでみたい」という児童も多く見られ、意欲的に学習課題に取り組む児童が

増えた。また算数を苦手とする児童にとっても視覚でとらえることができ、理解を深める

のにとても有効に使うことができた。単元のまとめテストからも、どの児童も約８割ちか

くの点数を取ることができ、取りこぼす児童が一人もいなかった。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 成果と課題 

 今回の研究では、本市でも小中学校で導入されている“電子黒板”について、「もっと現場で

積極的に活用しよう！」とスタートを切った。しかし、研究の進めていく中で、あえて「本当

に授業で ICT 機器を活用するメリットはあるのか？」と疑問を持ち、授業のねらいを達成する

ためのより効果的な指導法のあり方を模索するようになった。その上で、授業における《学び

の共有》場面を設定することの大切さや、情報活用能力の基盤づくりとなる「言語活動の充実」

の重要性に気付くことができた。またそうした過程を経て“ICT 機器”を活用した授業実践を

行い、研究員全員が“ICT 機器”の有用性を実感できたことが大きな成果であったと言える。 

 アンケート結果を見てもわかるように、“ICT 機器”の利用状況は決して高いとは言えない。

“ハードウェア”が揃っていても、それを使う側の教師にその“気持ち”と“技術”が無けれ

ばならない。今後は、活用のための環境整備や研修会の企画等、教師に対する働きかけが重要

となると考える。 


